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水産動物の種苗の生産・放流及びその育成に関する平成３０年度計画について 

 

 

平成３０年１月１２日付け漁資第５３２号で千葉県知事から協議依頼が  

あったこのことについて、栽培漁業・資源管理部会に付議しますので、よろし

く御審議願います。 
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千葉県水産振興審議会  

会 長  坂 本 雅 信  

 

資料２ 





 

水産動物の種苗の生産、放流及びその育成に関する平成３０年度計画に

ついて 

①放流計画 

対象魚種 
２９年度計画 

（大きさ） 

３０年度計画 

（大きさ） 
放流海域 

33 年度目標放流量 

（第7次基本計画） 

ま だ い 
１，０００千尾 

（60 ㎜） 

１，０００千尾 

（60 ㎜） 
全 県 

１，０００千尾 

（60 ㎜） 

ひ ら め 
９４０千尾 

（80 ㎜） 

９４０千尾 

（80 ㎜） 
全 県 

９４０千尾 

（80 ㎜） 

まこがれい 
４６０千尾 

（40 ㎜） 

４６０千尾 

（40 ㎜） 
東京湾 

４６０千尾 

（40 ㎜） 

あ わ び 
１，６００千個 

（25 ㎜） 

１，６００千個 

（25 ㎜） 
全 県 

１，６００千個 

（25 ㎜） 

くるまえび 
６，０００千尾 

（30 ㎜） 

６，０００千尾 

（30 ㎜） 
東京湾 

６，０００千尾 

（30 ㎜） 

 
 
②平成３０年度 技術開発計画  

ア 種苗生産 

対象魚種 実施機関 技術開発上の問題点 主に取り組む課題 

ま だ い 

水産総合

研究セン

ター 

健苗の安定生産 
・半粗放的種苗生産技術の検討 

 （５～７月） 

ひ ら め 

天然親魚の養成技術

の確立 

・自然産卵の誘因する飼育条件 

（水温、日照、餌料条件等）の検討 

 （３～７月） 

餌料及び育成環境に

よる体色異常魚の出

現防止 

・飼育初期の水温が黒化率低減に 

与える効果についての検討 

（３～７月） 

まこがれい 

年内採卵に向けた天然

親魚の成熟技術の開発 

・年内採卵に向けた成熟親魚の安定

確保（１２～６月） 

異形魚の出現防止 
・尾鰭欠損魚の発生防除対策技術の

検討（１２～６月） 



 

あ わ び 

水産総合
研究セン
ター 

マダカアワビの種苗生

産技術の円滑な移転 

・疾病防除のための改良技術の検証 

（淡水浴した生海藻を餌とした 

親貝養成、稚貝飼育における紫外線 

照射海水の使用)（周年） 

公益財団
法人 

千葉県水
産振興公
社 

付着板飼育における

安定的な育成方法の

改良 

・引き続き付着板飼育における安定

的な育成方法を検討（１０～３月） 

くるまえび 

安定生産及び早期採

卵に向けた種苗生産

体制の確立 

・引き続き安定生産・早期採卵に向けた

種苗生産体制を整備する。（４～９月） 

（親エビの確保、防疫対策の徹底） 

・県内産親エビ漁獲情報の収集及び他

県産親エビの入手可否の検討を継続 

あ さ り 

水産総合
研究セン
ター 

天然採苗による種苗の

大量確保技術の開発 

・網袋による中間育成技術の開発 

干潟域：収集した知見により生産

技術を評価 

沖合域：種苗の適正な収容密度の

把握と波浪の影響軽減対策 

（周年） 

はまぐり 

着底期以降の稚貝の

飼育技術の開発 
・飼育開始時の密度等の検討 

 （６～３月） 

中間育成技術の開発 
・天然海域での春夏季中間育成技術の検討 

 （６～３月） 

ば  い 
種苗生産技術の導入

及び量産技術の開発 

・量産技術の開発 

 （５～１１月） 

 

イ 放流調査 

対象魚種 調査内容 計 画 の 概 要 

ま だ い 放 流 効 果 ・市場調査及び放流効果の解析 

ひ ら め 放 流 効 果 ・市場調査及び放流効果の解析 

まこがれい 放流技術開発 

・生態的知見に関する調査 

・尾びれ鰭条屈曲を指標とした混入率調査及び放流効 

果の解析 

・マコガレイの資源生態に基づく深場放流の有効性の 

検証 

あ わ び 放 流 効 果 

・一般漁場及び造成漁場（放流漁場）における回収   

状況の把握 

・輪採方式における回収率の変動要因の解明及び効果

的な放流・漁場管理技術の開発 

とらふぐ 放流技術開発 
・放流魚の移動・分散の把握 

・有機酸標識（全長 50mm、2 万尾）による放流効果調査 


